
「ヴィラ武田の杜」指定訪問介護事業所運営規程 

 

（事業の目的） 

第一条 株式会社エクセレントが開設する「ヴィラ武田の杜」指定訪問介護支

援事業所（以下「ヴィラ武田の杜」という）が行なう指定訪問介護及

び甲府市介護予防・日常生活支援総合事業における指定第１号訪問事

業（以下「総合事業」という。）の各事業（以下「事業」という）の適

正な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、事

業所の介護福祉士又は訪問介護員研修の修了者（以下「訪問介護員等」

という）が要介護状態又は要支援状態にある高齢者又は総合事業にあ

っては事業対象者に対し、適正な指定訪問介護及び総合事業のサービ

スを提供することを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第二条 「ヴィラ武田の杜」の訪問介護員等は、要介護者等の心身の特性を踏

まえて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができる 

よう、入浴、排泄、食事の介護その他生活全般にわたる援助を行なう。 

２ 総合事業の基本方針として、利用者の心身機能の改善、環境調整等を

通じて、利用者の自立を支援し、生活の質の向上に資するサービス提

供を行い、利用者の意欲を高めるような適切な働きかけを行なうとと

もに、利用者の自立の可能性を最大限引き出す支援を行なうこととす

る。 

   ３ 総合事業の実施手順に関する具体的方針として、サービス提供の開始

に当たり、利用者の心身状況等を把握し、個々のサービスの目標、内

容、実施期間を定めた個別計画を作成するとともに、個別計画の作成

後、個別計画の実施状況の把握（モニタリング）をし、モニタリング

結果を総合事業にあっては第１号介護予防支援事業者へ報告すること

とする。 

   ４ 総合事業の提供に当たっては、利用者の心身機能、環境状況等を把握

し、介護保険以外の代替サービスを利用する等効率性・柔軟性を考慮

した上で、利用者のできることは利用者が行なうことを基本としたサ

ービス提供に努めるものとする。 

      ５ 事業の実施に当たっては、関係市町村、地域の保険、医療、福祉サー

ビスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものと

する。 

   ６ 「ヴィラ武田の杜」は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、



必要な体制の整備を行うとともに、従業者に対し、研修を実施する等

の措置を講ずる。 

 

（事業所の名称） 

第三条 事業を行なう事業所の名称及び所在地は次のとおりとする。 

名  称  「ヴィラ武田の杜」訪問介護支援事業所 

所在地  山梨県甲府市羽黒町１４５５ 

 

（職員の職種、員数、職務内容） 

第四条 「ヴィラ武田の杜」に勤務する職種、員数、職務内容は次のとおりと  

        する。 

      １ 管理者  1名 

管理者は、事業所従業者の管理及び業務の管理を、一元的に行なうと                                                                  

ともに、自らも指定訪問介護及び総合事業の提供に従事するものとす

る。 

      ２ サービス提供責任者   介護福祉士１名以上（常勤、専従） 

サービス提供責任者は、次に掲げる事項を行なう。 

   ・事業所に対する指定訪問介護及び総合事業の利用の申込に係わる調整

をすること。 

・訪問介護計画及び総合事業にあっては第１号訪問事業計画の作成・変

更等を行なうこと。 

・利用者の状態の変化やサービスに関する意向を定期的に把握し、サー

ビス担当者会議への出席、利用者に関する情報の共有、居宅介護支援

事業者等との連携に関すること。 

・訪問介護員に対し、具体的な援助目標及び援助内容を指示するととも

に、利用者の状況についての情報を伝達し、業務の実施状況を把握す

ること。 

・訪問介護員の能力や希望を踏まえた業務管理、研修、技術指導を実施

すること。 

・その他サービス内容の管理について必要な業務等を実施すること。 

      ３ 訪問介護員等  ２．５以上（常勤換算）（常勤、サービス提供責任者） 

         訪問介護員等は、指定訪問介護及び総合事業の提供に従事する。 

       

（営業日及び営業時間） 

第五条 「ヴィラ武田の杜」の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。 

      １ 営業日    年中無休 



      ２ 営業時間  午前 7時より午後 7時まで 

      ３ 電話などにより、24時間常時連絡が可能な体制とする。 

 

 

（訪問介護の内容及び利用料など） 

第六条 指定訪問介護の内容は次のとおりとし、指定訪問介護を提供した場合

の利用料の額は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、当該指

定訪問介護が法定代理受領サービスであるときは、各利用者の介護保

険負担割合証の負担割合に応じた額とする。 

      １ 身体介護 

      ２ 生活援助 

 

２ 総合事業の内容は次のとおりとし、その提供した場合の利用料の額は、

甲府市が定める額（月単位）とし、そのサービスが法定代理受領サー

ビスであるときは、利用者から本人負担分の支払を受けるものとする。  

一 訪問型サービス費（Ⅰ）…１週に１回程度  

二 訪問型サービス費（Ⅱ）…１週に２回程度 

三 訪問型サービス費（Ⅲ）…１週に２回を超える程度 

 

    ３  第八条に規定する通常の事業実施地域を越えて行なう指定訪問介護及

び総合事業に要した交通費は、その実費を徴収する。なお、自動車を

使用した場合の交通費は、次の額を徴収する。 

      １ 事業実施地域外から、片道概ね 10ｋｍ未満 1,000円    

      ２ 事業実施地域外から、片道概ね 10ｋｍ以上 5ｋｍ超える毎に 500円 

      ３ 前項の費用の支払を受ける場合には、利用者又はその家族に対して事 

         前に文章で説明した上で、支払に同意する旨の文書に署名、捺印を受 

         けることとする。   

 

４ 第 1 項の指定訪問介護及び総合事業のサービスの利用をキャンセルす

る場合には、次の区分に応じてキャンセル料を徴収する。但し、利用

者の病変、急な入院等の時には、キャンセ料は徴収しないものとする。 

      １ サービス開始予定時刻から24時間前までに連絡を受けた時場合 不要 

      ２ サービス開始予定時間から12時間前までに連絡を受けた場合 利用料 

         金の 50％相当額 

      ３ サービス開始予定時間から12時間前までに連絡がない場合 利用料金 

         の 50％相当額 



 

 

（緊急時等における対応方法） 

第七条 訪問介護員等は、訪問介護実施中に、利用者の病状に急変、その他緊   

急事態が生じた時は、速やかに主治医に連絡する等の措置を構ずると

ともに、管理者に報告しなければならない。 

 

（通常の事業の実施地域） 

第八条 通常の事業の実施地域は、甲府市（旧中道町、旧上九一色村を除く）

の地域とする。 

 

（その他運営についての留意事項） 

第九条 訪問介護にあたり、利用者の状況を把握・分析し、利用者及び家族の

要望、その要望する理由を踏まえて、訪問介護の目標を達成するため

の具体的なサービス内容等を記載した訪問介護計画書及び総合事業に

あっては第１号訪問事業計画書を作成する。また、すでに居宅サービ

ス計画が作成されている場合は、当該計画に沿った訪問介護計画書及

び総合事業にあっては第１号訪問事業計画書を作成する。 

    ２  訪問介護計画書及び総合事業にあっては第１号訪問事業計画書を作成

したときは、利用者及びその家族に対し、サービス内容を説明し、文

書により同意を得た上で、当該計画書を利用者に交付するものとする。 

    ３  訪問介護計画及び総合事業にあっては第１号訪問事業計画書に基づき

サービスを提供するとともに、その実施状況の評価を行い、必要に応

じて当該計画書の変更を行なう。 

 

（サービスの提供の記録） 

第十条 利用者が、サービスの利用状況を把握できるようにするために、指定

訪問介護及び総合事業を提供した際には、当該指定訪問介護及び総合

事業の提供日、内容、保険給付の額その他必要な事項を、利用者の居

宅サービス計画の書面又はサービス提供票等に記載する。 

 

（その他運営についての留意事項） 

第十一条  「ヴィラ武田の杜」は、訪問介護員等の質の向上を図るための研修 

     の機会を次のとおり設けるものとし、また、業務体制を整備する。 

      １ 採用時研修   採用後 3月以内 

      ２ 継続研修     年 4回 



    ２  従業者は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 

    ３  従業者であった者が、従業者でなくなった後においてもこれらの秘密 

        を保持するべき旨を、従業者との雇用契約内容とする。  

    ４  この規程に定める事項のほか、運営に関する重要事項は株式会社エク

セレントの代表取締役が定めるものとする。 

 

（虐待の防止のための措置に関する事項） 

第十二条 「ヴィラ武田の杜」は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のた

めに、次に掲げる通り必要な措置を講じる。 

・虐待の防止に関する担当者の選定を行う。 

・従業者の虐待の防止を啓発・普及するための研修の実施（研修方

法や研修計画）を定期的に行い、研修を通じて、従業者の人権意識

の向上や知識や技術の向上に努める。 

・事業所における虐待防止のための指針を整備する。 

・虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催するとと

もに、その結果について、従業員に周知徹底する。 

 

（業務継続計画の策定等）  

第十三条 「ヴィラ武田の杜」は、感染症や非常災害の発生時において、利用

者に対するサービスの提供を継続的に実施するための、及び非常時の

体制で早期の業務再開を図るための計画（以下 「業務継続計画」とい

う。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講ずるよう努め

る。  

２ 「ヴィラ武田の杜」は、従業者に対し、業務継続計画について周知す

るとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施する。 

３ 「ヴィラ武田の杜」は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要

に応じて業務継続計画の変更を行う。 

 

（感染症の予防及びまん延の防止のための措置）  

第十四条  「ヴィラ武田の杜」は、当事業所において感染症が発生し、又はま

ん延しないように、 次の各号に掲げる措置を講ずるよう努める。  

・事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討

する委員会を定期的に開催するとともに、その結果について、従業

者に周知徹底を図る。  

・事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための指針を整備

する。 



・事業所において、従業者に対し、感染症の予防及びまん延の防止の

ための研修並びに感染症の予防及びまん延の防止のための訓練を定

期的に実施する。 

 

（身体拘束の禁止） 

第十五条 身体拘束は禁止する。ただし、切迫性、非代替性、一時性のすべて

の要件に該当した場合は、計画書を作成し、その内容を利用者及び家族に説明

を行い、その内容について利用者及び家族の署名、捺印をもらった上で、期間

を決めて実施するものとする。 

 

付則 

この規程は、平成 15年 10月 1日から改定施行する。 

この規程は、平成 16年 2月 9日から改定施行する。 

この規程は、平成 17年 9月 27日から改定施行する。 

この規程は、平成 18年 4月 1日から改定施行する。 

この規程は、平成 24年 10月 1日から改定施行する。 

この規程は、令和 2年 3月 30日から改定施行する。 

この規程は、令和 6年 3月 25日から改定施行する。 

この規程は、令和 6年 10月 5日から改定施行する。 

 

 


